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教員でも職員でもない？
「これが君の机だ。担任は四年Ａ組、当面教育実習手続きを進めることだ。判っているな。 」　
新任の紹介と挨拶が終わり、案内してくれた事務長が
こういうと、ポンと机の表面を叩き、私の顔を覗き込んだ。「怪我するなよ。 」ニヤリと笑い、戻っていった。　
事務長は来年は定年を迎える いう、まるで萎びた大
根のような（失礼）元陸軍少佐だったが、言うことはきつい。　
思わずウッと息が詰まった。古びた木製の片袖机は表
面の木目がガサガサにけばだち う かり掌で撫でると
今坂
　
節也
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国士舘の思い出
確かに棘がささってしまいそうだ。チラと隣の同僚（と思われる）を見るとそ知らぬ顔で書類を繰っている。彼の机も似たり寄ったりだった。　
一応椅子に座り（こいつも何処かねじでも緩んでいる
のかグラグラしている） 、片袖の引き出しを開けようとするとガタピシとなかなか引き出せない。この分では、閉めるときには蹴飛ばさないと入らないだろう。
　
　
隣の人に尋ねた。
「机の上に敷くマットは支給してくれますか？」「自分で揃えろ。 」　
まるで合宿所で上級生からシカトされている新入部員
並みの扱いだ。後で知ったことだが、旧海軍兵学校七二期・元海軍大尉、海上自衛隊艦隊司令・海将補（少将）の経歴で、見渡す限りの事務室一二、 三人はほとんど同じような経歴の持ち主 とか。自衛隊歴だけ 私がペヤ
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ンペヤンの小僧扱いをされても致し方がなかったわけだ。　
一九八一（昭和五六）年四月初め、国士舘大学体育学
部事務室に就職初日 ことだった。事務室は五号館一階の右半分にあった。　
一応、仕事内容についての事前教育を受けてはいたも
のの、前任者は定年前配置で図書館に移 ており、申送りを聞きに行ったが「詳しいことはＢ組Ｃ組の先生に聞けよ。 四年生だからな、 何よりも卒業できるように引っ張って行くことだ。 」
　
あとはそっぽを向いている。Ｂ組の主事は海兵七三期、戦時中スマトラ沖海戦で乗艦が沈没し、長時間漂流した体験を持ち、自衛隊では海上幕僚監部の課長を務めた元海将補 猛者。大柄でおっとりした感じの人だったので、恐る恐る教育実習手続きについて質問をすると一言。「申し送られたのでしょう。あとは自分で考えなさい。 」　
Ｃ組は 「自分で揃えろ」 の人。聞かなくても答えはもっ
とひどいだろう。  こうなったら自分でやる他はない！心にズシンと重石
が据わった感じ ったが「よし、この重石をすぐにでも軽石に てみせるぞ。 」
創立者柴田德次郎愛用の机
松陰の風背に受けて
181
負けず嫌いの「肥後もっこす魂」がむくむくと湧き上がり、五十の手習いが始まった。　
何ごとにもアバウトの目立つシステムだったが、一つ
だけ妙に几帳面な事があった。「君の初任給は、前職の最終月額から年金月額を差し引いた額 。 」　
とにかく、見様見真似でがむしゃらに、四年生Ａ組全
員教育実習手続きなども捌き、大過なく終わり、 「保健体育」の教員免許状を手 、勿論、卒業証書も手に、翌年三月、無事巣立っていった。　
机と言えば、現在（平成二二年） 、柴田会舘四階国士
舘史資料展示室に創立者柴田德次郎舘長が亡くなるまで愛用していた両袖机が展示され るが、黒檀でもマホガニーでもない、木製で木目の荒い粗末 机だ。国士舘創立の苦闘を忍ぶ遺品として是非一見を勧め い（前頁写真） 。　
私の掌と心に棘を刺した木製机は確か翌年、スチール
製に変えられた　
一九六三（昭和三八）年四月三日、次のような舘長指
示が会報された。「今後、学生の訓育を担当の学生課先生を『学生監』と
呼ぶことにする（原文のママ） 」　
この会報には伏線があった。
　
一九五八（昭和三三）年四月、体育学部設置に伴い、
舘長は「学生の訓育を担当する学生課職員制」を新たに設け、主に学生の生活指導にあたらせていた。　
しかし、 昭和三六年政経学部が設置され、 その後も次々
と新学部の設置が計画される中で急増 の訓育が疎かになることを憂えた舘長は、訓育指導面強化 為、旧軍将校出身者を中心とした職員を大量に採用し、強力な権限を持つ「 生監」制度を立ち上げた。　
それは、 「学生に実践倫理を徹底監督するため舘長
創設した特殊制度」であり、籍は各学部に置い が、身分は舘長直轄で、学生の実践倫理の指導にあたっては舘長の直接指揮を受け、舘長 対し意見 述べることが出来た。また、実践倫理「必修科目・一単位」を担当し、単位を落とすと学生は卒業が出来ず、 長と言 ども介入できなかっ 。　
職務の幾つかを抜粋する。
一、学生に対し諸法規・国士舘諸規程 舘長指導方針　
学生監注意等を厳格に指導実施させる。
一、学生服の厳格な着用一、学業の出来ばえ ついて関係教員との密接な連絡
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一、家庭との連絡　
このように職員たる学生監が実質的に、学生の生殺与
奪権を握ってしまっていた。ここでは、舘長の学園運営基本方針や、この制度 功罪について触れるつもりは全くない。　
学生監制度が設けられてから約一〇年後、 一九七三 （昭
和四八）年二月二六日 柴田德次郎舘長は没した。その直後に設けられた学園近代化委員会の要請に応じ、新執行部（柴田梵天総長）は、早くも同年九月一日次のような総長指示を会報して る。「学生の制服は現在のものを存置するが、その着用は強制しない。 」　
実践倫理は一歩後退した。
　
学園の運営面で一枚一枚、皮を剥ぐように近代化が進
められていった。中でもこの一〇年間、教育権を剥奪されたように感じていた教員と、学生指導面で全権を握っていたかに見えた学生監との間のギクシャクとし 軋轢もこの近代化の波の中で変わっていった　
翌一九七四（昭和四九）年四月
「学生監の呼称を学生主事に変更し、実践倫理の単位は廃止する。 」　
この時点で教員のような職員のような学生監という名
の一群の存在は、ようやく専任職員の身分に戻った。この学生主事の呼称も、一九七九（昭和五四）年四月には学生係と再改称された。「職員は職員らしく事務だけを執っておればよいのだ。 」という空気がアリアリと感じられる。　
その後、一九八三（昭和五八）年の学園騒動を機に
自衛隊出身者の採用は停止され、職員の学生生活指導に費やされる時間と労力は、徐々に希釈されていった。一九九六（平成八）年三月、私が定年退 をしたのを最後に、旧軍・自衛隊出身者は総て学園から姿を消した　
当時、学部以外の法人本部などに位置した旧軍・自衛
隊出身者も多数いた。彼等の多く 管理職に就き その最大の功績は『国士舘規程集』 （通称赤本）を創り上げたことである。　
体育学部引越し始末記
　
時計の針を一気に一九九〇（平成二）年まで進める。
一九八一（昭和五六）年、体育学部職員 奉職してから九年の歳月が流れてい 。この間、学園は一 八三（昭和五八）年、柴田梵天総長の退陣に繋がる騒動の後、経営体制が一新され、将来計画を確立し、健全近代化の途
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を着実に歩み始めていた。　
しかし、騒動の余波は思わぬところにも現れていた。
　
一九八四（昭和五九）年度体育学部の受験生は七〇〇
名台に減少し、受験料の激減など経営上の危機もさることながら、入学生を充分に確保出来るかという深刻な状況に直面していた。結果、受験者のほとんどを合格させる処置を執り、この年の入学生は例年より一クラス増の体制でスタート た。　
私は、先輩方より定年までの先行きが長いので、再来
年（平成四年）に予定される学部 多摩校舎移転の準備担当を兼ねて、この年（平成二年） 、体育学部事務長に任じられていた。この時点でまだ各 ・各クラス別担当学生係（主事）制度は続けられていた。　
当時の世田谷校舎、鶴川校舎への学部配置状況は、鶴
川校舎に一般教養科目修学を主体とした政経学部、法学部、文学部の一・二年生及び短期大学 収容し とはいうものの、世田谷校舎には上記三学部 三・四年生 、実技、実験を主体 修学するために鶴川校舎 分離不可能な工学部と体育学部の全学年と国士舘高等学校、中学校全学年がひしめき合い学生も溢れかえっていた。体育学部に関して言えば、五号館 固有の教室だけではどうしても収容できずに一年Ｃ組だけは鶴川校舎の馬小屋跡
（現在の鶴川図書館付近）の教室に一年間隔離される変則体制が取られていたし、世田谷のグランド（現国士舘高等学校・中学校校舎・グランド）に至っては、そのほとんどの時間 体育学部の実技授業やクラブ活動に入り乱れて使われ、ラグビー部がスパイクで掘り返した後を陸上部がぼやきながら均して使い「権兵衛が種播きゃ
　
烏がほじくる」とからかわれる始末。ましてや他学部、高校などの体育授業は全くの日陰者扱 で、若林公園の中をグルグル駆け足で走り回っていたなどという笑えない話しも残っていた。　
事実、教室不足の状態は深刻で、私は昭和六一年から
事務長になるまでの三年間、 学部教務係に就いていたが毎年、年度授業計画の教室 割当 に四苦八苦し、時期になると一〇号館の文学部教室借用のために教務課、文学部事務室に身を縮めて日参し　
一九八六（昭和六一）年五月二九日に発足した国士舘
将来計画委員会（委員長・教養部
　
坂井正郎教授）は、
法人からの諮問 項「小野路・多摩地区 活用」について、 「速やかに体育学部の移転を実施すべき」と答申し、設立に向けて準備が進められた。移転計画確定後まで流れを追ってみる。「平成二年一〇月一〇日
　
多摩校地、体育学部新校舎新
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築工事地鎮祭
　
地名地番多摩市永山七丁目三
―
一
　
建築
面積／七〇五八．六三五平方メートル
　
構造／鉄筋コン
クリート建一部鉄骨建
　
階数／地上六階地下一階
　
完成
予定／平成四年四月一日」「平成三年八月六日
　
多摩・小野路校地
　
グランド整備
工事安全祈願祭」「平成四年一月二 日
　
多摩校舎新築工事定礎式」
「平成四年三月 〇日
　
多摩・小野路校地、第三種公認
陸上競技場（四〇〇メートル全天候トラック他）竣工引渡し（三・八・六施工） 」　
移転反対の声も根強かった。
「世田谷校舎は、創立者が武道系専門学校として立ち上げ、短期大学体育科を経て四年制大学に発展させ、最初の学部として体育学部を生み育てた由緒ある地である。この歴史ある地から 学部を切り離すのは忍びない。 」　
情緒的には頷けるが、前にも述べたように、グランド
等を始めとする体育施設等の展開は既に飽和状態にあり、発展はおろか現状維持す 困難になりつつあった。　　
また、なかには「あのような僻地では都会志向の学生
は集まらない」というもっともらしい理由もあった。
　
事実、この時期に某大学が神奈川県厚木市のさらに西
丹沢山系の麓近くに広大な新校地を開発したが間もなく撤退してしまった。確かに、 あの は余りにも奥すぎた。　
しかし、昭和五〇年代中頃から多摩の横山には八王子
から川崎にかけて著名大学（全学部又は一部の学部）がずらりと軒並みにキャンパスを展開（又は移転を準備）し、国士舘の体育学部移転予定地の多摩市永山 丁度その並びのほぼ中間地点にあった。少し長くなるが、多摩横山に校地を占める大学名を高尾山 麓 ら東に挙げてみる。拓殖、法政、造形、家政学院、松陰、東京薬科、首都（旧都立大） 、 多摩美、 明星、 帝京 大妻、 玉川学園、 駒沢女子、聖マリアンナ 恵泉、多摩美、国士舘、多摩 日本女子明治、専修……。　
中でも戦前（一九四五年）からの老舗は、生田の日本
女子大と町田の玉川学園。玉川学園は、小田急に「玉川学園前」という駅名まで持っていた。「多摩丘陵の開発が進む前の小田急の駅名は、新宿から多摩川を越えて町田まで
稲田登戸
（現登戸）―
向丘遊園
―
東生田
（現生田） ―
西生田
（現読売ランド前） ― （新設 ・
百合ヶ丘）―（新設・新百合ヶ丘）
柿生
―
鶴川
―
玉川学
園
―
新原町田
（現町田） 。西生田と柿生の駅間距離が四．
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四キロメートルもあり、私鉄では最長駅間距離ではないかと言われていた。当時、小田急多摩線などは影も形もなかった。 」 （ 『小田急史』など）  その小野路・多摩校地は、一九六五（昭和四〇）年、
創立者が国士舘の将来の発展を見越して購入した土地で、多摩丘陵の分水嶺である尾根幹線の南側斜面に位置していた。  校地取得の状況を『国士舘年表資料』から抜粋する。
「昭和四〇 ・一 ・三〇
　
小野路校地用土地第一回買収契約。
七〇一一八坪（坪五〇〇〇円～七〇〇〇円） 」「昭和四〇・九・一
　
小野路買収の隣接地二万一三六〇坪
を坪当たり年 〇円で借地契約（地主三人）「昭和四〇・二・二六～一二・三〇
　
小野路校地用土地を
逐次買収
　
延二万三二五二坪（地主一一人） 。第一回買
収と併せて計三万三七〇坪の買収完了。 （租税特別法の適用を受けるためには 万坪以上の買収が必要であった。 ） 」　
校地の行政区画は、中央を東西に走る山道を境に、北
側校舎地区が多摩市、南側グランド地区が町田市に分かれていた。　
ここで、多摩校地を含む多摩の横山の地勢と歴史に触
れてみる。　
関東山地は、信州浅間山を基点に南下して秩父―丹沢
―箱根―天城の各山地を縦走し、伊豆石廊崎の突端で黒潮に身を沈める。　
その秩父・丹沢 の中間、武蔵国と甲斐国を背分け
する小仏峠を軸にし 東南に幅約四キロメートルの台地が、八王子付近から多摩川に沿い、更に武蔵国と相模国を南北に分ける御殿峠を跨ぎ、関戸（鎌倉時代に霞ヶ関という関所が設けられていた。現在も南木戸跡が残っている） 、稲城を過ぎ、溝の口の先で 崎平地に溶けるようにして終わる。この間約三〇キロメートル。通称多摩丘陵と呼ばれているが、古代は、この関東平地に舌のよ
多摩校地　グランドとの間の山道
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うに伸びた丘陵を「多摩の横山」と呼び習わしていたとも言う。　
多摩丘陵の文化は不思議な一面を持っている。何故か
相模に面した温かい南斜面には見るべき事跡が無く、半面、関東の空っ風をまともに受ける北斜面と多摩川との間に挟まれた帯状の河岸平地では（現在の京王線沿い）名刹高幡不動（厄除け不動尊。大きな五重塔や土方歳三―幕末の新撰組副長・多摩出身―の像も建ってい 。 ） 、百草園（徳川幕府の薬草園・広大な梅林 有名。歌人若山牧水の碑もある。 ） 、また、矢野口の弁天洞窟（威光寺・弘法大師が参籠したと伝えられる全長約六〇メートルの、蝋燭の火で 足許が覚束ないくらいの真っ暗闇の洞窟）など興趣をそそられる多くの旧蹟に出合うこ ができる。　
このように丘陵北面に豊かな事跡が多いのは、多摩川
の滔々たる流れがあったればこ のこと。生命の源である水と人との深い係わりをそこに見ることが出来よう。多摩川は多摩横山丘陵育みの親な である。　
多摩校舎の正門前を東西に、通称尾根幹線が走り抜け
ている。この尾根道は昔から武蔵と相模の分 嶺 、近くは戦前、相模原の三菱重工が製造していた戦車のテス
トコースが八王子御殿峠の鑓水から関戸橋上の乞田まで続いていた。昭和三〇年頃、この尾根幹線には乞田に峠の茶屋のような茅屋が建っているだけで、鑓水との間の尾根幹線には他に家はほとんどなかった。昔は、この尾根道で狐や狸が群れ遊んでいたと言う話しが土地の古老の間に言い伝えられている。　
しかし、昭和四〇年代、この尾根幹線を中心に大型団
地の走りともなった都下有数のマンモス多摩平団地が開発され、薄がそよぎ、鳥たちが飛び交う昔日のひ びた面影はアッという間に消えてしまい、コ クリート団地群が林立し、鉄道も小田急多摩線などがスルスルと滑り込んできた。  多摩永山駅方向から新鎌倉街道を南下し、尾根幹線の
陸橋を潜って直ぐの卸団地脇を左折し 細いくねり道を登ると多摩校舎の南門前に出る。門前をそのまま通り過ぎ、通称小野路道と言われる山道を約三キロメートル、東南東に進めば和光学園脇から鶴川広袴台地 入り、がて国士舘大学鶴川校舎（現町田キャンパス）に行き着く。　
また、南門の手前を左折し、多摩校地の外側に沿って
行くと山道は校舎敷地とグランド地区を分断し、なおも約一．五キロメートルほど んで諏訪地区で尾根幹線に
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合流する。　
今に残るこの山道は
「野津田から関戸への抜け道（はや道）の一部で、 「いざ鎌倉」を関東一円に伝える騎馬伝使が、またそれを受けて鎌倉に向かう軍団の先駆が急いで通り抜けた軍事古道の一つだった。 」 （ 「鎌倉古道の再考」 『多摩のあゆみ』五五号、平成元年五月）　
なにげなく今まで見続けていた山道にも旧い歴史の跡
が刻まれていた。　
歴史のついでの話。
「鎌倉街道は総て相模国鎌倉を起点として上道、中道、下道に分かれていた。上道＝町田―府中―入間―花園―児玉―高崎を経て関東北西部へ中道＝鶴ヶ峰―荏田―世田谷―板橋―鳩ヶ谷 幸手―古河を経て関東中北部へ下道＝六浦―菊名―大手町 隅 ―松戸を経 関東東部へ」 （ 『鎌倉街道探索の旅』さきた 書房） 。　
武家政治が確立したのは、鎌倉幕府からであり、その
主力は関東一円に領地を与えられた武士集団であった。「鎌倉武士は、上から賜った領地を護るために命を懸けていた。一所懸命 （転じて一生懸命） の語源である。 」 （ 『漢
語林』 ） 。　
鎌倉街道は、鎌倉幕府が国を護り、武士集団が一所懸
命に領地を守り抜くための必須の道、命の綱道だった。　
しかし、移転には問題が多かった。その中でも
一九九〇（平成二）年に中東地域で勃発した湾岸戦争の影響で鉄骨やセメントの価格が急騰し、資金面から設計変更を余儀なくされていた。　
地域的問題としては グランド地区（小野路地区）を
中心に鳥類・小動物保護の制限区域になっており 例えば、夜間照明設備禁止 どの厳し 条件が設定されていた。また、丘陵の斜面 はしばしば古代人の住居跡などの遺跡が発見されており、万一今回 工事中にそれ 発見され 場合はまた、保存のための別問題が生じてくる恐れもあっ ―幸い遺跡は発掘されなかったが―
　
　
また、寮の問題が二つあった。
　
一つは、多摩地区の西隅に国士舘高等学校の野球グラ
ンドが設けら ており、 隣接して野球部寮が建っていた。大学構内に高校設備があるべきではない、どこかに移すべきだとの論が高まったが、高校野球部が一九八八（昭和六三）年春の第六三回高校選抜野球大会に初出場が決まると途端、 「勝てば官軍」移転話しはそれこそどこか
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に消えてしまった。　
今一つは、集中寮がないこと。世田谷では、六〇〇名
収容の松陰寮が柔・剣道始め多くのクラブ員の住まいになっていたが、新校地には集中寮計画はなく、各クラブごと自力で寮設備のある建物を探さなければならなかった。一部の寮生は、学部 移転してから約一年間、世田谷松陰寮から往復二時間以上かけて通学することを余儀なくされるなど思わぬ波紋も生じていた。　
しかし、今まで述べた問題は法人の運営方針に係る大
局的な問題で、一事務長が事を左右する性質のものではなかった。　「入れ物は作る。 移転関連の必要経費は準備する。 但し、移転に伴う計画・実施は体育学部に一任」  法人の体育学部多摩校舎移転についての基本的考え方
はこうだった。早く言えば、金は出すが、引っ越しの手伝いは一切しないよ。と言うことだ。それではあまりにつれな と思ったのかど かは知らないが、 「体育学部移転事務連絡会議」と称する会合が月一回程度計画された。目的は「体育学部の移転を全学挙げて支援す 」なっていたが、結局体育学部担当者（私）からの一方的経過説明だけで、なまじ口を出すと手伝わなければならない羽目に陥るのを嫌ってか、他学部事務長など
発言は一切無かった。《彼等はまるで船宿の女将のようだ。はい、行ってらっしゃいと、客を満載した屋形船の艫をトンとつき、アア清々した後は船頭任せ波任せと笑っているだけだ。 》　
そのような風景を思い浮かべながら、私は内心歯ぎし
りをしていた。但し ただ一人だけ何かと助けてくれたのが法人総務課長Ｓ氏だった。特に、法人理事などとの交渉などは積極的に間に入ってくれた。まさに地獄で仏だった。　
そのような始末で、事務方の問題は縁の下の暗闇を手
探りするに似た地道なことばかりだった。　
手探りの実体を全部上げるときりがないので、二つだ
け紹介する。　
１．スクールバス 増発
　
最寄り駅の京王線永山駅から大学まで直線距離で約二
キロメートルある。世田谷校舎で言えば、小田急梅ヶ丘駅と大学を往復するくらいの距離になる。　
尾根幹線を通る路線バスはあるが、時間間隔が空きす
ぎている。事前調査では、特定のクラブ学生以外、女子学生を中心に電車通学または駅周辺に下宿したい希望が
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多かったし、今後入学してくる学生のため、バス本数の増発が絶対に必要との結論になった。
　
　
Ｓ法人総務課長と二人で京王バス本社に乗り込み、増
発について担当役員等と交渉したが、なかなかうんと言わない。二回目の交渉で会社側から提案があった。「大学がバスを一台購入し、我が社に預けて貰えれば増発を考えましょう。 」「学生の不便を見過ごしにして移転はないでしょう。学生あっての大学です。 」と、Ｓ課長の応援を得て、法人の財務担当理事 膝詰め談判をした。
　
　
結果、理事も了解して「バス一台を購入し、運用を京
王バス株式会社に委託する」契約が成立した。バス購入費は高級乗用車三台分位だった。バス会社や財務担当理事との交渉の段階で 労を厭わずに支援 てくれ Ｓ課長の厚意 シミジミと心に沁みた。　
２．コンテナ倉庫
「本館地下に一般倉庫及び書類保管倉庫と駐車場を設けて貰いたい。 」　
当初の設計段階で事務方の要求があればと言われ、世
田谷校地で不自由している事柄の改善をこのよう お願
いをした。　
とくに世田谷校舎では、学園が膨張し、授業内容が充
実するにつれて教室数が不足し、極端に言えば、隙間さえあれば教室に活用する始末で、倉庫のスペースはほとんどなかった。また、この時点、図書館は一〇号館地下にあり、一般文書を収納する余地など全くなかった。この学内全般にわたる倉庫不足は書類等を充分整理選別しないままに破棄・焼却することが多く、残すべき記録等の散逸が目立っていた。この弊 多摩の新校舎 は打破したかった。　
しかし、 予算の圧縮は教室数の削減にまで及んだので、
ましてや地下設備 ことなど無い袖は振れないと、簡単に一蹴された。　
倉庫がないと溢れた荷物は廊下に溢れかねない。何時
も一番弱いところにしわ寄せ くる、などと愚痴を言っている暇はない。とにかく、倉庫が必要だ。無い知恵を絞り、 「収納小屋を建 てみよう」と発想を変　
昔の伝手を辿り「日本通運から一〇トンコンテナを購
入して屋外に据える」案を再び理事に示し、三台分の予算を獲得した。　
据付場所はグランド地区、ラグビー場と陸上競技場
間の空き地に決め コンテナの内部は人が立って歩け
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るほどの高さがあり、幅も中央を通路にして両側に棚を設けることが出来る広さがある。ただ、周囲が鉄板なので夏場、内部 温度 極めて高くなるので、熱に弱い物は置けない難点はあった 、当座は凌げる。後は、落ち着いてから次の手段を考えればよい。この際、出たところ勝負 やむを得なかった。　
この他にも学生食堂業者選定の問題もあったが、附近
の大学の学食を片端から見学調査し、多摩校舎に見合うデータを整理し、入札方式を元にし 公平なルールで無事捌いた。　
いよいよ引っ越し。学年末と新学期始めの二週間足ら
ずの極めて短日に運び終わらなければならない。その間には卒業式の諸行事も控えている。机やロッカーなどの家具類は既に新品が準備されているので、移す は中身だけでよい。各研究室毎に搬送の緩急別や着先の階別どを示したマーキング用紙と段ボールを準備し 世田谷と多摩にそれぞれ繰出係と受入係 体育学部職員を貼り付けた。　
京王運輸の担当者と綿密な運行計画を練り、ヨーイ・
ドン。　
世田谷・多摩双方の作業補助員に各研究室、各クラブ
の学生の応援があったこともあり、引っ越しはスムーズ
多摩キャンパス空撮
に進行した。紛失や行く先不明の荷物は一つもなく、計画通りほぼ完璧に終了した。コンテナ倉庫もほぼ満杯になり、さしあたり廊下などに荷物が溢れる最悪の事態は避けられた。　
後は学生を待つばかり。ただ、本年度からの入学生は
あの世田谷校地・校舎に み込んだ歴史の香りを知 機会がほとんどなくなるのだなと、一抹の寂しさは否めなかった。「平成四年四月七日
　
多摩校舎開校式」
　
私は、ある理由で世田谷に残った。
